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本研究は、乗り物酔いの発症に影響を及ぼすと推測されている日常的な自律神経系の不調に関する

自覚症状、および自律神経系に変調を生じさせる恐怖の情動が、自覚的な乗り物への酔いやすさに影

響するかについて、アンケート調査結果から検討することを目的とした。 

アンケート調査用紙から、自覚的な乗り物への酔いやすさを問う「乗り物酔いしやすい」の 1 項目、

自律神経系不調に関する自覚症状を問う「疲れやすい」、「胃腸が弱い」、「下痢をしやすい」、「便秘に

なりやすい」、「貧血を起こしやすい」、「立ちくらみを起こしやすい」、「冷え性」、「頭痛を起こしやす

い」、「首肩がこりやすい」、「背中が張りやすい」、「腰痛になりやすい」の 11項目、および恐怖の情動

を問う「暗いところが怖い」、「高いところが怖い」の 2 項目、計 14項目を採用した。すべての質問は、

「はい/いいえ」の 2 件法で回答された。上記の質問項目に関する回答データは、T 大学のスポーツ授

業の際に実施されたアンケート結果について、回答者本人より二次使用の承諾が得られた 656 名分よ

り得た。 

「乗り物酔いしやすいか」の質問項目を従属変数、その他の 13 の質問項目を独立変数とし、多重ロ

ジスティック回帰分析を用いて、従属変数である「乗り物酔いしやすいか」に対して、有意な影響を

及ぼす独立変数の探索、および自覚的な乗り物酔いの生じやすさを定量的に評価し得るオッズ比の算

出を行った。 

分析の結果、「疲れやすさ」(オッズ比:1.64、p<0.01)、「貧血の起こしやすさ」(オッズ比:1.68、p<0.05)、

および「首肩のこりやすさ」(オッズ比:1.63、p<0.05)が、自覚的な酔いやすさについて有意に影響す

る自覚症状として抽出された。このことから、日常的に疲れやすい人は 1.64 倍、貧血を起こしやすい

人は 1.68倍、首肩がこりやすい人は 1.63倍、その症状を日常的に自覚しない人よりも酔いやすいと

自覚していることが明らかとなった。 

乗り物酔いは、平衡感覚、視覚、体性感覚に関する動揺環境からの情報と、中枢神経系に蓄積され

た情報パターンが適合するか否かを小脳で比較する過程において、適合しないと発症すると言われて

いる。「疲れやすさ」、「貧血の起こしやすさ」および「首肩のこりやすさ」として自覚される自律神経

系の不調状態下では、日常的に交感神経系活動が亢進状態にあり、この場合、特に内耳機能に左右差

が生じやすくなることが先行研究で示されているため、前庭情報、すなわち平衡感覚に関する情報が

正確に中枢神経系へ伝わらず、上記の適合過程において適合しないと判断されやすくなることが推察

された。 
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